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幻
に
終
わ
っ
た
、
摂
河
大
放
水
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

「
城
東
、
悪
水
落
新
堀
計
画
」
よ
り―

（
抜
粋
） 

大大
東東  

道道
雄雄  

    

淀
川
下
流
域
の
治
水 

畿
内
の
治
水
事
業
で
最
大
の
も
の
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

ま
ず
江
戸
中
期
に
行
わ
れ
た
大
和
川
付
替
が
頭
に
浮
ぶ
。

そ
れ
ほ
ど
こ
の
付
替
工
事
は
長
年
に
亘
っ
て
水
害
に
苦
し

む
河
内
の
農
民
た
ち
に
と
っ
て
積
年
待
望
さ
れ
て
い
た
問

題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

そ
の
大
和
川
付
替
か
ら
三
十
年
余
り
経
っ
た
、
元
文
三

年
（
一
七
三
八
年
）、
同
じ
河
内
の
村
々
と
摂
津
の
東
成
郡

の
村
々
か
ら
な
る
八
十
六
ヶ
村
の
農
民
た
ち
が
結
束
し
て

起
し
た
「
悪
水
抜
新
堀
御
願
」
な
る
請
願
が
あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
請
願
運
動
も
新
堀
水
路
の
計
画
路
線
上
の

関
係
か
ら
か
結
局
は
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
約
十

年
後
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
年
）、
再
び
九
十
八
ヶ
村
と

さ
ら
に
仲
間
を
増
や
し
て
の
嘆
願
が
な
さ
れ
た
が
、
結
果

と
し
て
こ
の
第
二
次
請
願
も
聞
き
入
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
当
時
多
く
の
農
民
た
ち
の
切
な
る
願
も
実
現
す
る

こ
と
な
く
画
餅
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

大
和
川
の
付
替
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
、
こ
の
大
規
模

な
「
悪
水
抜
新
堀
御
願
」
の
ど
こ
に
不
備
、
問
題
が
あ
っ

た
の
か
、
新
堀
路
線
の
予
定
ル
ー
ト
に
当
る
住
民
た
ち
の

強
烈
な
反
対
が
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
大
和
川
付
替

の
「
二
番
煎
じ
」
は
許
さ
な
い
と
い
う
、
幕
府
の
意
向
だ

っ
た
の
か
。 

 

摂
津
、
河
内
と
い
う
広
範
囲
に
及
ぶ
地
域
の
農
民
が
一

同
に
起
し
た
「
悪
水
抜
新
堀
御
願
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
自
体
、
現
在
知
っ
て
い
る
人
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
こ
と
を
物
語
る
文
書
や
絵
図
も
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
は
誠
に
惜
し
ま
れ
る
べ
き
事
柄
ゆ
え
に
、
こ
の
度
発

表
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。 

 

琵
琶
湖
に
そ
の
水
源
を
発
し
近
畿
最
大
の
流
域
を
も
つ

淀
川
の
河
口
に
広
が
る
大
阪
平
野
は
久
し
く
水
の
恵
み
を

享
け
る
と
と
も
に
、
ま
た
一
方
絶
え
ず
そ
の
水
禍
に
翻
弄

さ
れ
て
き
た
土
地
で
あ
っ
た
。 

 

特
に
河
内
の
国
は
、
そ
の
名
の
如
く
淀
川
や
大
和
川
か

ら
吐
き
出
さ
れ
た
土
砂
に
よ
っ
て
難
波
の
入
海
が
徐
々
に

埋
め
立
て
ら
れ
陸
地
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、昔
か
ら「
水

を
制
す
る
者
は
良
く
国
を
治
め
る
」
の
例
え
の
と
お
り
、

古
く
か
ら
時
の
為
政
者
は
こ
の
地
に
充
満
す
る
水
の
制
御

に
努
力
を
払
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

「
日
本
書
紀
」
に
よ
れ
ば
、
五
世
紀
の
頃
仁
徳
朝
に
よ

る
「
難
波

ナ

ニ

ハ

の
堀
江

ホ

リ

エ

ノ
開
削
」
や
ま
た
、「
茨
田

マ

ン

ダ

ノ
堤
や
横
野

ヨ

コ

ノ

ノ
堤
」
な
ど
の
土
木
工
事
は
、
当
時
河
内
平
野
に
流
入
す

る
溢
水
を
浪
速
ノ
岬
の
西
の
海
に
放
流
す
る
と
と
も
に
、

新
し
く
拡
か
れ
た
水
田
な
ど
河
川
に
よ
る
洪
水
や
入
海
か

ら
の
高
潮
よ
り
耕
地
を
守
る
た
め
に
築
か
れ
た
堤
防
で
あ

っ
た
。 

 

ま
た
、「
続
日
本
紀
」
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
末
期
の
延

暦
七
年
（
七
八
八
年
）
和
気
清
麻
呂
の
建
策
に
よ
り
、
河

内
平
野
南
部
に
滞
留
す
る
古
平
野
川
な
ど
の
水
を
桑
津
方

面
よ
り
四
天
王
寺
の
南
方
を
経
て
、
上
町
台
地
を
東
西
に

横
断
し
西
の
海
に
放
流
す
る
大
排
水
路
の
開
削
工
事
が
着

手
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
台
地
の
岩
盤
が
強
固
で
あ
っ
た
た
め
か
、
当

時
の
土
木
技
術
に
限
界
が
あ
っ
た
の
か
、
延
べ
二
十
三
万

人
と
い
う
多
数
の
工
夫
を
使
役
し
な
が
ら
、
つ
い
に
失
敗

に
終
っ
た
こ
と
は
史
上
有
名
な
事
実
で
あ
る
。 

 

以
後
、
河
内
に
於
け
る
水
害
の
歴
史
は
千
年
近
く
に
も

及
び
、
江
戸
中
期
に
到
り
、
河
内
郡
今
米
村
の
甚
兵
衛
父

子
な
ど
の
長
年
に
亘
る
川
違
え
運
動
の
末
、
漸
く
幕
府
に

よ
る
付
替
が
決
り
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
大
和
川

の
新
流
路
が
、
柏
原
村
付
近
よ
り
堺
浦
へ
と
付
替
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
積
年
洪
水
に
よ
る
被
害
の
た
め
代
々
苦

難
に
耐
え
て
き
た
河
内
の
村
人
達
に
も
、
や
っ
と
安
堵
し

て
暮
ら
せ
る
時
代
が
到
来
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
そ

の
一
方
、
そ
の
付
替
に
よ
る
弊
害
の
発
生
に
苦
し
ん
だ

村
々
も
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
河
北
一
帯
は
江
戸
初
期
の
頃
よ
り
も
悪
水
の
停
滞

に
難
渋
し
て
き
た
所
で
、
寝
屋
川
上
流
の
国
松
村
や
茨
田

郡
の
藤
田
村
・
南
寺
方
村
な
ど
悪
水
の
排
渫
の
た
め
、
時

の
庄
屋
や
頭
百
姓
が
村
の
窮
状
を
見
る
に
忍
び
ず
独
断
で

悪
水
抜
樋
を
開
設
し
一
身
を
犠
牲
に
し
て
多
く
の
村
民
を

救
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
と
よ
く
似
た
大

掛
か
り
な
訴
状
文
書
が
、
旧
渋
川
郡
大
地
村
の
旧
庄
屋
家

に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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2 
 

 
「
悪
水
抜
井
路
新
堀
」
文
書
に
つ
い
て 

 

「
悪
水
抜
井
路
新
堀
」
文
書
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
、

不
慮
の
交
通
事
故
に
よ
り
急
逝
さ
れ
た
河
内
地
域
の
著
名

な
郷
土
史
家
で
あ
っ
た
、
荻
田
昭
次
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
家
伝
の
村
方
文
書
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
鮮
や
か
な

彩
色
の
絵
図
大
小
二
点
と
と
も
に
十
冊
ば
か
り
の
一
連
の

文
書
で
あ
る
。 

 

荻
田
先
生
存
命
中
よ
り
こ
の
文
書
類
の
存
在
は
見
聞
き

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
改
め
て
主
要
な
部

分
の
み
関
係
各
位
の
許
可
を
得
て
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た

（
現
在
こ
の
荻
田
家
文
書
は
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
）。 

 

絵
図
を
一
見
す
る
と
、
淀
川
左
岸
に
あ
る
摂
津
の
東
成

郡
や
河
内
の
茨
田
郡
な
ど
、
古
来
よ
り
低
湿
地
で
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
村
々
が
主
に
新
堀
嘆
願
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織

し
て
い
る
（
絵
図
参
照
）。 

 

そ
れ
で
は
左
に
そ
の
新
堀
願
に
関
す
る
文
書
及
び
絵
図

を
列
挙
す
る
。 

 
 

 

関
係
文
書 

及 

絵
図 

一
、
悪
水
抜
新
堀
御
願 

元
文
三
戊
午
九
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
冊
（
二
六
） 

一
、
悪
水
落
新
井
路
願
覚
書 

延
享
四
年
三
月 

 
 
 
 
 
 

一
冊
（
二
八
） 

一
、
悪
水
抜
新
井
路
筋
水
盛
帳 

延
享
四
年
六
月 

一
冊
（
三
○
） 

一
、
悪
水
抜
新
井
路
願
堀
方
積
帳 

延
享
四
年 

 
 
 
 
 
 

一
冊
（
三
一
） 

一
、
新
堀
普
請
仕
様
凡
積
帳 

延
享
五
年
正
月 

 
 
 
 
 
 

一
冊
（
三
二
） 

一
、
関
、
枠
樋
井
橋
仕
様
目
論
見
帳 

延
享
五
年
二
月 

 
 

一
冊
（
三
三
） 

 
 
 
 

（
絵
図
） 

一
、
城
東
新
堀
川
願
図 

（
大
図
） 

一
点
（
二
四
七
） 

一
、
城
東
新
堀
川
願
図 

（
小
図
） 

一
点
（
二
四
八
） 

一
、
中
浜
・
鴫
野
周
辺
水
路
図 

 
 

一
点
（
二
五
〇
） 

一
、
鴫
野
村
領
新
堀
願
図 

二
点
（
二
五
一
、
二
五
二
） 

一
、
河
底
池
十
三
間
川
絵
図 

各
一
点
（
二
五
三
～
二
五

五
） 

一
、
河
底
池
下
書
図 

 
 

二
点
（
二
五
六
、
二
五
七
） 

一
、
掘
割
中
杭
計
画
図 

 
 
 
 
 

一
点
（
二
五
八
） 

一
、
平
野
川
新
堀
井
路
図 

 
 
 
 

一
点
（
二
五
九
） 

（
以
上
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
、
漢
数
字
は

「
荻
田
家
文
書
目
録
」
の
整
理
番
号
） 

 

上
記
原
稿
は
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
所
蔵
資

料
で
あ
る
河
内
国
渋
川
郡
大
地
村
荻
田
家
文
書
の
資
料
紹

介
を
趣
旨
と
し
て
、
令
和
四
年
一
月
二
〇
日
発
行
『
大
阪

商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
第
二
二
号
に
掲
載
さ
れ

た
河
内
の
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー
相
談
役
大
東
道

雄
氏
の
論
考
の
抜
粋
で
あ
る
。 

全
文
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史

博
物
館
（06-6785-6139

）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

城東新堀川願図（大図） 
〔大阪商業大学商業史博物館蔵〕 
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